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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも原紙の一方の面にバインダーとして澱粉とコアシェル型ラテックス、顔料とし
て炭酸カルシウムとカオリンを６０：４０～９０：１０の割合で含有する表面処理剤を片
面あたり１．４ｇ／ｍ２以下となるように塗布、乾燥し、製造されるオフセット用新聞印
刷用紙であって、顔料１００質量部に対するコアシェル型バインダーの比率が５０質量部
以上７０質量部未満、澱粉１００質量部に対するラテックスの比率が１０～６６質量部で
あり、白色度５５％以上、印刷後不透明度９０以上、動摩擦係数０．５０～０．６５、吸
油度６０～２００秒であることを特徴とするコールドオフセット用新聞印刷用紙。
【請求項２】
前記炭酸カルシウムは立方体状軽質炭酸カルシウムであることを特徴とする請求項１に記
載のコールドオフセット用新聞印刷用紙。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明はコールドオフセット型印刷輪転機を用いた高精細印刷や高彩色印刷といった高品
位多色カラー印刷において、印刷工程における汚れの発生がなく、印刷仕上がりが優れた
新聞印刷用紙を提供することにある。
【背景技術】
【０００２】
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近年、コールドセットオフセット型輪転機が使用される新聞印刷においてはオフセット化
、カラー化、高速化が急速に進んでおり、印刷媒体となる新聞用紙に関して、より優れた
カラー印刷適性や印刷作業性を有する新聞用紙が求められている。
加えて新聞広告をはじめとしたカラー画像には、より高い再現性を要求されるようになっ
ている。刷版の製造工程や原画の鮮明さの進歩も顕著であるものの、通常の新聞用紙の条
件でカラー印刷したものの色や鮮明さ等が通常の印刷用塗工紙などに比べ著しく劣るもの
であり、見た目に訴える力に欠けるものであった。
【０００３】
最近、この新聞用紙のカラー画像の再現性を向上させるために、その画像を表現する網点
（ドット）を極小化する高精細印刷に関する技術開発が進められている。しかし、表面性
の粗悪な印刷用紙で高精細印刷を行うと、その極小化した網点が印刷用紙に反映されず（
素抜け）、画像の再現性に問題が生じる欠点があった。
【０００４】
また原紙に顔料とバインダーからなる塗料を乾燥質量として、およそ８ｇ／ｍ２以上を塗
工、乾燥せしめてなる塗工紙は、表面性が良く高品位印刷に適しているが、塗工紙印刷で
はヒートセット装置を有した印刷輪転機と酸化重合乾燥性のインキを用いており、コール
ドオフセット型印刷輪転機と浸透乾燥性のインキを用いる新聞印刷とはインキ乾燥システ
ムが異なるため、これらの塗工紙を新聞輪転機で印刷するとセットオフ不良やコスレ汚れ
といった印面品質や印刷作業性に関わるトラブルを引き起こす可能性があり、事実上使用
できないのが現状である。
【０００５】
特開平１－１７４６９７号公報(特許文献１)には、吸油量が６５ｃｃ／以上の顔料を含有
する塗工層を設けた新聞印刷用紙が記載されている。しかしながら、吸油量が高い顔料を
含む塗工層は、湿潤状態での表面強度が弱くなる傾向があり、印刷機のブランケットへの
顔料パイリングを起こしやすい。また、吸油量が高い顔料を含む塗工層は、インキ中のビ
ヒクル成分を急速に吸収するため紙面上のインキタックの急激な上昇を招き、印刷機ロー
ルに高タックインキが付着して紙面を汚すことがあった。また、特開平４－５７９８８号
公報(特許文献２)には、原紙の動的濡れ値を規定し、カオリンと平均粒径を規定した不定
形顔料を併用することにより、インキセット適性やインキ濃度を向上させる技術が開示さ
れているが、この方法では不透明度向上効果が小さく、また、インキセットが遅くなり、
ベタツキの問題が発生することがあった。
また、特開２０００－３４６９４号公報、特開２００１－１６４４９４号公報、特開２０
００－３１４０９７号公報（特許文献３．４．５）にはサチンホワイトや水和珪酸、中空
有機顔料を塗布し白色度、不透明度への改善効果を開示したものがあるが接着剤との結合
強度が弱く、ブランケットパイリングが悪化するため、接着剤比の増加が必要となり、結
果的に不透明度への効果が小さくなるうえにコスト的にも好ましくない。特開平０２-１
９５９５号公報（特許文献６）には、顔料に対して一定比率のバインダーを塗布する新聞
用塗被紙が開示されているが、この技術ではバインダー量が多いことから不透明度向上効
果が少ない。特開平０２－７４６９８号公報(特許文献７)には特定のラテックスと水溶性
高分子をバインダーに用い、顔料に有機顔料を用いた新聞用塗被紙が開示されているが、
有機顔料は白紙不透明度を向上させることには寄与するが、インキ吸収性が劣るため印刷
後不透明度への寄与は低い。また、有機顔料が紙の最表面に存在すると、固定ロールや固
定センサーなどの摩擦が発生する場所で粕が発生することがある。
【０００６】
以上のような状況から、浸透乾燥性インキを使用するコールドセット型高速輪転機印刷に
おいて、インキセット性が良好で、かつ、印刷作業性に優れ、白色度が高く、カラー多色
印刷での色再現性や鮮明性の良好な印刷適性を有するオフセット印刷用紙、特に新聞印刷
用紙が強く要望されてきた。
【特許文献１】特開平１－１７４６９７号公報
【特許文献２】特開平４－５７９８８号公報
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【特許文献３】特開２０００－３４６９４号公報
【特許文献４】特開２００１－１６４４９４号公報
【特許文献５】特開２０００－３１４０９７号公報
【特許文献６】特開平０２－１９５９５号公報
【特許文献７】特開平０２－７４６９８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
本発明は、多色カラー高品位印刷方式において、浸透乾燥性インキを用いたコールドオフ
セット印刷時のインキ着肉性を顕著に向上することができ、しかもコスレ汚れやセットオ
フ不良などの印刷トラブルを発生することなく良好な印刷作業性及びカラー印刷品質を有
するコールドオフセット用新聞印刷用紙を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本願は以下の発明を包含する。
（１）少なくとも原紙の一方の面に、バインダーとして澱粉とラテックス、顔料として炭
酸カルシウムとカオリンを含有する表面処理剤を片面あたり１．４ｇ/ｍ２以下となるよ
うに塗布、乾燥し、製造されるオフセット印刷用紙において、該バインダーの顔料１００
質量部に対する比率が５０質量部以上７０質量部未満、澱粉１００質量部に対する比率が
１０～６６質量部であり、白色度５５％以上、印刷後不透明度９０％以上、動摩擦係数０
．５０～０．６５、吸油度６０～２００秒であるコールドオフセット用新聞印刷用紙。
（２）前記炭酸カルシウムは立方体状軽質炭酸カルシウムである（１）記載のコールドオ
フセット用新聞印刷用紙。
（３）前記顔料は炭酸カルシウムとカオリンを６０：４０～９０：１０の割合で含有する
（１）または（２）のいずれか１項に記載のコールドオフセット用新聞印刷用紙。
（４）前記バインダーはコアシェル型のラテックスである（１）～（３）のいずれか１項
に記載のコールドオフセット用新聞印刷用紙。
【発明の効果】
【０００９】
本発明にかかるコールドオフセット用新聞印刷用紙は、コールドオフセット型印刷輪転機
を用いた高精細印刷や高彩色印刷といった高品位多色カラー印刷において、印刷時のイン
キ着肉性が顕著に改善され、セットオフ不良やコスレ汚れなどの印刷トラブルを発生する
ことなく、良好な印刷作業性およびカラー印面品質を有するという利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
本発明者等はコールドオフセット型高品位印刷において、使用される用紙の表面性質がイ
ンキ着肉性、およびコスレ汚れなどの印刷作業性に与える影響について鋭意検討した。そ
の結果、高精細印刷などの高品位印刷において、その性能が十分に発揮されるためには、
その白色度、表面特性を向上させることが必要不可欠であり、顔料に炭酸カルシウムとカ
オリンを用い、バインダーにはラテックスと澱粉を含有した表面処理剤の量とその配合比
を規定することによって、印面適性と印刷作業性、特にコスレ汚れ抑制を両立させること
を見出し、本発明を完成させるに至った。
【００１１】
優れたカラー印刷適性及び良好な印刷作業性となるコールドオフセット用新聞印刷用紙を
提供するためには、原紙上に炭酸カルシウムとカオリンからなる顔料、バインダーとして
澱粉とラテックスを含有する表面処理剤により片面あたり１．４ｇ/ｍ2以下の塗工層を設
け、顔料１００質量部に対するバインダーの比率が５０質量部以上７０質量部未満、澱粉
１００質量部に対するラテックスの比率を１０～６６質量部とし、白色度５５％以上、印
刷後不透明度９０以上、動摩擦係数０．５０～０．６５、吸油度６０～２００秒とするこ
とにより、良好なインキ着肉性及び白色度、印刷光沢が高く、印刷物のベタツキが少ない
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、高品位コールドオフセット用新聞印刷用紙が得られる。表面処理剤の塗工量が１．４ｇ
／ｍ２より多くなり、また、バインダーの配合比率が５０質量部以上７０質量部未満、澱
粉とラテックスの比率が１００／１０～１００／６６、動摩擦係数が０．５０～０．６５
、吸油度が６０～２００秒の範囲を超えると、印刷後のコスレ汚れの起こる可能性やセッ
トオフが劣り、印面品質上の問題が起こる可能性があるだけでなく、印刷作業性に影響を
及ぼすため好ましくない。
【００１２】
表面処理剤中に用いられる顔料としては、炭酸カルシウムとカオリンを用いる。炭酸カル
シウムでは針状、柱状、球状、紡錘状等があるが中でも立方体状のものがセットオフに効
果があるため好ましい。立方体状軽炭は塗工層中で疎な構造をとりやすく、インキ中のビ
ヒクル分を吸収する能力が高いためセットオフ抑制効果が高く、また、構造的に摩擦係数
が発現し易い。炭酸カルシウムの粒子径は、小さいほうが塗工層のポア径が小さくなり、
また、比表面積が大きくなるため、セットオフおよび不透明度に有利となる。炭酸カルシ
ウムは不透明度向上効果が高いが、動摩擦係数が上昇する傾向にある。高速で運転される
新聞輪転の場合には摩擦係数が低いと、ウェブテンションがかかりにくくなり、しわや紙
流れ等を起こす恐れがあるが、高すぎてもしわになることがある上に版摩耗を起こす恐れ
があるため、調整が必要となる。印刷作業性と印刷適性の点から動摩擦係数が０．５～０
．６５の範囲になるように、また、不透明度向上効果とのバランスを考えてカオリンを併
用する。
【００１３】
カオリンの不透明度向上効果は炭酸カルシウムに比べると劣るが、サチンや水和珪酸、有
機顔料にくらべて接着剤の吸収が少ない上、表面平滑性への効果が大きいことから両者を
併用することにより、少ない塗工量で表面性と不透明度のバランスをとることが可能とな
った。炭酸カルシウムとカオリンは６０：４０～９０：１０の割合で含有することが好ま
しい。カオリンの割合を４０より増やすと摩擦係数が低下しすぎ、また、不透明度が低下
するため好ましくない、また１０未満では動摩擦係数低下に寄与できないため好ましくな
い。炭酸カルシウム、カオリンに限定はないが不透明度向上効果が高いもの、白色度が高
いものが好ましい。
【００１４】
本発明では表面処理剤に前記顔料とともに、バインダーを顔料の接着能を向上させ、パイ
リングなどに代表される表面強度に纏わるトラブルを回避するために配合する。表面強度
と不透明度の両者を高めるためのバインダーとしては、澱粉類および合成ラテックス類を
含むことが必要である。これらのバインダーは顔料との相溶性が良好で、塗布時に凝集な
どを起し難いため、特に好ましく用いられる。澱粉類は、親水性成分である繊維との接着
能力が高く、固形分塗工量が片面あたり１．４ｇ／ｍ２以下となるような少ない塗工量の
場合において、紙表面から脱落し易い微細繊維なども強力に接着するため好ましい。前記
澱粉類としては、酵素変性澱粉、酸化澱粉、エーテル化澱粉、エステル化澱粉、カチオン
化澱粉、疎水化澱粉などが例示される。なお、カルボキシメチルセルロース、メチルセル
ロース、ヒドロキシアルキルセルロースなどの水溶性セルロース化合物、ポリビニルアル
コール化合物やポリアクリルアミド類、カゼイン、大豆蛋白、合成蛋白などの蛋白質類な
どの通常の塗工紙用接着剤を一種類以上併用しても良い。
【００１５】
本発明においては澱粉とともにラテックスを含有する。ラテックスのＴｇとしては－５０
～２０℃のものが好ましい。
このＴｇ範囲にあるものは常温では粘着性を発現し、顔料／填料への接着性が良好となる
が分子の極性が非常に低く、強親水性のセルロース繊維に接着性が出にくいため、セルロ
ース繊維との接着力が高い澱粉と併用し、澱粉のみでは弱い顔料／填料への接着性をカバ
ーする働きを持つ。本発明のような低塗工量の場合にはこのラテックスと澱粉の相互の働
きの効果が大きく影響する。ラテックスとしてはコアシェル型が望ましい。低Ｔｇラテッ
クスは造膜性が高く、常温でもゴム状であるため粘着性を発現し易く、顔料間を接着する
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能力が高い。ただし、ブランケットに貼り付き易く、ネッパリが起こり易い。一方、高Ｔ
ｇラテックスは、接着強度は弱いものの、ネッパリがでにくい。本発明のコアシェル型ラ
テックスはシェルを高Ｔｇとし、コアを低Ｔｇとしている。この構造では、ラテックス粒
子の表層が大きく影響しているネッパリを抑制しながらも、コアのＴｇに由来する良好な
造膜性、粘着性により顔料の接着強度を向上できる。シェルのＴｇは０～２０℃が好まし
く、コアのＴｇは－５０～０℃が好ましい。シェルのＴｇが０℃未満では、粘着性が強す
ぎるためネッパリが発生し易くなり、２０℃を超えると顔料の接着強度が低下してしまう
。コアのＴｇが－５０℃未満では強撥水成分であるスチレン量が少なくなってしまうため
、吸水着肉が悪化し、０℃を超えると顔料接着能力が不足し、強度発現性が悪化する。な
お、濃度勾配型と呼ばれる、粒子の内部から外部への組成が連続的に変化しているラテッ
クスについても同様の効果があるが、コアシェル型のほうがより明確にＴｇ制御の影響が
現れるため、好ましい。
【００１６】
本発明においては、用紙製造工程での良好な塗工適性と良好な印刷作業性を提供する上で
、バインダーの配合比を顔料１００部に対するバインダーの比率を乾燥質量で５０部以上
７０部未満、好ましくは５０部以上６５部以下かつ、澱粉１００部に対するラテックスの
比率を１０～６６部、好ましくは１０～３０部と規定した。バインダーの配合比が顔料１
００部に対し５０部未満では、バインダーのバリアー性不足によりインキ中のビヒクル分
が急速に吸収されてインキタックが上昇して印刷機のロールに付着・堆積し、これに起因
するコスレ汚れトラブルが起こる可能性があり、また、ドライピックが悪化することによ
る印面カスレの懸念がある。バインダーの配合比が顔料１００部に対し７０部以上ではバ
リアー性が高くなりすぎてセットオフトラブルが発生しやすくなる。また、顔料によるイ
ンキ吸収がなくなることで印刷後不透明度の向上が見込めなくなるだけでなく、悪化させ
る可能性がある。なお、顔料としてカオリンなどの平板状顔料のみを使用することでもバ
リアー性を上げることはできるが、同時にインキセットが急激に悪化してしまい、セット
オフとの両立が難しくなるため好ましくない。
【００１７】
またラテックスと澱粉の配合比において、ラテックスは疎水性が高いためにインキを吸収
しやすいことから、澱粉１００部に対するラテックスの比率が６６部を超えて多くなると
インキ中のビヒクル分が急激に吸収され、印刷機のロール汚れに起因するトラブルが発生
しやすくなるため好ましくない、また澱粉１００部に対するラテックスの比率を１０部未
満となり澱粉が多くなると、顔料／填料との接着性が不足して、所定のバインダー量では
顔料／填量パイリングしやすくなるため好ましくない。
吸油度は６０～２００秒が好ましく、７５～１１０秒がより好ましい。６０秒未満では印
刷機のロール汚れが発生しやすくなり、２００秒を超えるとセットオフが起こりやすくな
る。一般的なコールドオフセット印刷用新聞用紙での緊度や平滑度などの物性範囲におい
ては、バインダー配合比、およびラテックスと澱粉の配合比を規定値内とすることで、吸
油度を所定の範囲に制御しやすくなり、良好な印刷後不透明度と印刷作業性、印面品質を
両立出来るようになる。
【００１８】
本発明では前記表面処理剤を片面あたり１．４　ｇ／ｍ2以下になるように塗布する。
好ましくは０．３　ｇ／ｍ2～１．４　ｇ／ｍ2の範囲で塗布することが好ましい。０．３
　ｇ／ｍ2未満では不透明度向上に効果がなく、１．４　ｇ／ｍ2を超えて塗布するとイン
キセットが悪くなるだけでなく、パイリングも悪くなるため好ましくない。
【００１９】
塗料組成物をオフセット印刷用紙原紙へ塗布するための装置としては、特に限定されるも
のではないが、例えばインクラインまたはパーティカルツーロールサイズプレス、ブレー
ドメタリングサイズプレス、ロッドメタリングサイズプレス、ゲートロールコータなどの
ロールコーター、トレーリング、フレキシブル、ロールアプリケーション、ファウンテン
アプリケーション、ショートドゥエルなどのベベルタイプやベントタイプのブレードコー
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ター、ロッドブレードコーター、バーコーター、エアーナイフコーター、カーテンコータ
ー、スプレーコーター、グラビアコーターなどの公知公用の装置が適宜使用される。なお
、表面処理剤組成物を塗布後の湿潤塗工層を乾燥する方法としては、例えば、蒸気乾燥、
ガスヒーター乾燥、電機ヒーター乾燥、赤外線ヒーター乾燥などの各種方式が採用できる
。
【００２０】
本発明のコールドオフセット用新聞印刷用紙の製造に関しては、塗料組成物の塗工層を形
成後に、各種キャレンダー装置にて平滑化処理が施されているが、かかるキャレンダー装
置としては、スーパーキャレンダー、ソフトキャレンダー、グロスキャレンダー、コンパ
クトキャレンダー、マットスーパーキャレンダー、マットキャレンダーなどの一般に使用
されているキャレンダー装置が適宜使用される。キャレンダー仕上げ条件としては、剛性
ロールの温度、キャレンダー圧力、ニップ数、ロール速度、キャレンダー前水分などが要
求される品質に応じて適宜選択される。さらに、キャレンダー装置は、コーターと別であ
るオフタイプとコーターと一体になっているオンタイプがあるが、どちらにおいても使用
できる。使用するキャレンダー装置の材質は、剛性ロールでは、金属もしくは、その表面
に硬質クロムメッキなどで鏡面処理したロールである。また弾性ロールはウレタン樹脂、
エポキシ樹脂、ポリアミド樹脂、フェノール樹脂、ポリアクリレート樹脂などの樹脂ロー
ル、コットン、ナイロン、アラミド樹脂などを成形したロールが適宜使用される。なお、
キャレンダーによる仕上げ後の塗工紙の調湿、加湿のための水塗り装置、静電加湿装置、
蒸気加湿装置などを適宜組み合わせて使用することも可能である。
【００２１】
本発明にかかるコールドオフセット用新聞印刷用紙の原紙は、以下の如くして得られる。
まず、原料パルプとして化学パルプ（ＮＢＫＰ、ＬＢＫＰなど）、機械パルプ（ＧＰ、Ｃ
ＧＰ、ＲＧＰ、ＰＧＷ、ＴＭＰなど）、古紙パルプ（ＤＩＰなど）の１種以上が適宜混合
されて、紙料の調成が行なわれる。資源の有効利用の点から古紙パルプは５０％配合する
ことが好ましい。次いで、紙料中にホワイトカーボン、クレー、無定形シリカ、タルク、
酸化チタン、あるいは炭酸カルシウム等の填料が適宜添加され、さらに必要に応じて、紙
力増強剤、歩留り向上剤、強化ロジンサイズ剤、エマルジョンサイズ剤などの内添サイズ
剤、耐水化剤、紫外線防止剤などの一般に公知公用の抄紙用薬品が添加されて、従来から
慣用されている抄紙機により抄紙して原紙が製造される。原紙の坪量としては、６０ｇ／
ｍ２以下、より好ましくは３５～５２ｇ／ｍ２程度としたときに、本発明が所望とする効
果が極めて顕著に発揮されるので、特に望ましい。かくして得られる印刷用紙は、キャレ
ンダー通紙により、表面平滑化処理が施される。その場合、両面金属ロールによるマシン
キャレンダー仕上げや、金属ロールと弾性ロールからなる加圧ニップ部に通紙するソフト
キャレンダー仕上げが適宜施される。
【００２２】
また、サイズプレス、ビルブレード、ゲートロールコータ、プレメタリングサイズプレス
を使用して、澱粉、ポリビニルアルコールなどを予備塗工した原紙や、ピグメントと接着
剤を含む塗工液を１層以上予備塗工した塗工原紙も使用可能である。この原紙の物性は浸
透乾燥性インキをコールドセット型高速輪転機で印刷できるに足るものである必要があり
、一般の新聞用紙並みの引張強度、引裂強度、伸び等の物理的強度を有するものであれば
よい。
【００２３】
本発明のコールドオフセット用新聞印刷用紙は、白色度が５５％以上、好ましくは５７％
以上、さらに好ましくは６０％以上にする。白色度は高いほうが印刷発色コントラストを
得られるためカラー印刷では特に高いほうがよい。
また印刷後不透明度を９０％以上にする。これも高ければ高いほうがよい。印刷後不透明
度が低いと両面に印刷を行う新聞用紙の場合には裏面の印刷品質を低下させるため好まし
くない。
【００２４】
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本発明のコールドセットオフセット印刷用紙は印刷適性すぐれ、特にカラー印刷時に網点
の太りがないため精細な画像を得ることが可能となる。
【実施例】
【００２５】
以下に実施例を挙げて、本発明を具体的に説明する。勿論、本発明はそれらの例に限定さ
れるものではない。また、例中の部および％は特に断らない限り、それぞれ質量部および
質量％を示す。後述のようにして得た実施例及び比較例となるコールドオフセット用新聞
印刷用紙について、下記の物性を測定し、その結果を表１に示した。
【００２６】
（吸油度）
実施例および比較例で得たコールドオフセット用新聞印刷用紙の表面に動粘性係数を３ｃ
Ｓｔに調整した軽油でマイクロシリンジを用いて５μＬ滴下し、表面の光沢がみえなくな
るまでの時間を測定した。
（白色度）
本発明における白色度は、分光白色度測色計（スガ試験機社製）を使用してＩＳＯ　３６
８８に記載の方法で測定した (スガ試験機の分光白色度測色計で測定) 。
（動摩擦係数）
ＪＩＳ　Ｐ　８１４７に準拠した。
表裏－縦縦での測定で、引張速度は２００ｍｍ／ｍｉｎで測定。
（印刷後不透明度）
ＪＡＰＡＮ　ＴＡＰＰＩ　Ｎｏ.４５に準拠した。
【００２７】
（ドライピック）
各実施例および比較例で得たオフセット印刷用新聞用紙から巾２ｃｍ長さ２０ｃｍの試料
ストリップを切り取り、これをサンプル台紙（ＯＫ特アートポスト　２５６ｇ／ｍ2）に
貼りつけ、ＲＩ印刷試験機（石川島産業機械製）にて、印刷インキ（紙試験　ＳＤ５０紅
Ｂ　Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ株式会社製）を０．４ｃｃ使用して印刷を行い、印刷面のピッキン
グの程度を目視評価した。評価は５段階評価で行った。
５：繊維の取られが全くみられず、白抜けが発生しない。
４：ごくわずかに繊維の取られが発生し、白抜け部がわずかに（１～５個所/３６ｃｍ２

程度）みられる。
３：一部で繊維の取られが発生するが、実用上問題のないレベル。白抜け部は６～２０個
所/３６ｃｍ２程度。
２：全面で繊維の取られがみられ、白抜け部面積率が５％未満。
１：全面で繊維の取られや紙面の剥けがみられ、白抜け部面積率が５％以上。
なお、評価が３未満のものは、実用上問題がある。
【００２８】
（インキセット）
各実施例及び比較例で得た、コールドオフセット用新聞印刷用紙を短冊状に切り、サンプ
ル台紙（ＯＫ特アートポスト　２５６ｇ／ｍ２）に横並びに貼り付けたものを作成する。
インキ練り用のゴムロールを４胴目にセットしたRI印刷試験機（石川島産業機械製）にて
該当する金属ロールとの間でオフセット輪転機用新聞印刷インキ（ＮＥＷＳ　ＷＥＢＭＡ
ＳＴＥＲ／プロセス墨Ｇ２：サカタインクス株式会社製）を０．５ｃｃ練った後、インキ
練り用のゴムロールを２胴目に移動し、新たに４胴目に比較的平滑性の高いインキ転写用
片面塗工紙を巻いたゴムロールを装着し、２胴目で印刷を行う。４胴目のロールにタッチ
した時点で一旦回転を止め、そこから一定時間毎に２ｃｍずつ４胴目のロールにインキを
転写し、その転写濃度変化を目視評価した。評価は５段階で行った。なお、下記において
基準品とは実施例２で得られたオフセット用印刷用紙である。
５：基準品と比較して、印刷終了後のコールドオフセット用新聞印刷用紙の表面を転写し
た片面塗工紙のインキ濃度が明確に低い
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４：基準品と比較して、印刷終了後のコールドオフセット用新聞印刷用紙の表面を転写し
た片面塗工紙のインキ濃度がやや低い
３：基準品と同等のインキ濃度。
２：基準品と比較して、印刷終了後のコールドオフセット用新聞印刷用紙の表面を転写し
た片面塗工紙のインキ濃度がやや高い
１：基準品と比較して、印刷終了後のコールドオフセット用新聞印刷用紙の表面を転写し
た片面塗工紙のインキ濃度が明確に高い
なお、評価が３未満のものは、実用上問題がある。
【００２９】
（コスレ汚れ）
各実施例及び比較例で得た、コールドオフセット用新聞印刷用紙をタワー型多色新聞印刷
輪転機で１２万部／時の速度で印刷し、そのコスレによる紙面の汚れ具合を目視で評価し
、５段階での順位付けを行った。なお、下記において基準品とは実施例１で得られたオフ
セット用印刷用紙である。
５：基準品と比較して、印刷物のコスレ汚れの程度が著しく優れている
４：基準品と比較して、印刷物のコスレ汚れの程度がやや優れている
３：基準品と同等のコスレ汚れの程度。
２：基準品と比較して、印刷物のコスレ汚れの程度がやや劣っている
１：基準品と比較して、印刷物のコスレ汚れの程度が著しく劣っている
なお、評価が３未満のものは、実用上問題がある。
【００３０】
（ドットゲイン）
実施例及び比較例で得た、コールドオフセット用新聞印刷用紙をタワー型多色新聞印刷輪
転機の４胴目で１２万部／時の速度で墨印刷した。図柄として３０％の網点を用い、印刷
面の網点面積率を画像解析装置（ＤＡ６０００、王子計測機器株式会社製）にて測定し、
下記式によりドットゲインを求めた。
ドットゲイン（％）＝刷版網点面積率－印刷面網点面積率
【００３１】
コールドオフセット用新聞印刷用紙原紙の製造
針葉樹漂白クラフトパルプ（ＮＢＫＰ）９部、サーモメカニカルパルプ(ＴＭＰ)１１部、
プレッシャーグラウンドウッドパルプ（ＰＧＷ）３０部、脱墨パルプ（ＤＩＰ）５０部の
割合で混合して離解し、レファイナーで叩解処理したパルプスラリーに、カチオン化澱粉
（商品名：Ｐ３Ｙ、ＰＩＲＡＡＢ　ＳＴＡＲＣＨ　Ｃｏ．Ｌｔｄ製）を０．５％、中性ロ
ジンサイズ剤（商品名：Ｎ８１５、荒川化学株式会社製）を０．８％、填料としてホワイ
トカーボンを２．０％、これら全てを対絶乾パルプ質量％の割合で添加し、硫酸バンドで
抄紙ｐＨを６．５に調整後、得られた紙料をギャップフォーマー抄紙機で抄紙し、米坪４
１．０ｇ／ｍ２のコールドオフセット用新聞印刷用紙原紙を得た。
【００３２】
実施例１
軽質炭酸カルシウム（商品名：ブリリアントＳ１５、白石工業株式会社製）７０部、カオ
リン（商品名：ミラグロスＪ、シール株式会社製）３０部に対し、分散剤（商品名：アロ
ンＴ－４０、東亜合成株式会社製）０．０５部を添加し、分散させた６０％分散スラリー
にスチレン－ブタジエンラテックス（商品名：Ｔ－２６３５Ｒ、ＪＳＲ株式会社製）８．
５部、加熱溶解した酸化トウモロコシ澱粉（商品名：王子エースＡ、王子コーンスターチ
株式会社製）４３部、潤滑剤（商品名：ＳＮ８００４ＳＰ、サンノプコ株式会社製）０．
２３部、耐水化剤（商品名：スミレーズ　ＳＰＩ－１０２Ａ、住友化学株式会社製）０．
１５部、蛍光染料（商品名：カヤホールＢＨＴ、日本化薬株式会社製）０．５部からなる
固形分濃度２５％の塗料を調整し、これを上記原紙の両面に、ブレードコーターを使用し
て乾燥後の塗工量が片面あたり１．４ｇ／ｍ２となるように塗布、乾燥して、実量として
４３．８ｇ／ｍ２のコールドオフセット用新聞印刷用紙を得た。
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【００３３】
実施例２
実施例1の澱粉を５５部にした以外は実施例1と同様にしてコールドオフセット用新聞印刷
用紙を得た。
【００３４】
実施例３
実施例１の澱粉を４２部、ラテックスを２７部とした以外は実施例1と同様にしてコール
ドオフセット用新聞印刷用紙を得た。
【００３５】
実施例４
実施例１の顔料を軽質炭酸カルシウム６０部、カオリン４０部、澱粉を４８部、ラテック
スを１７部とした以外は実施例1と同様にしてコールドオフセット用新聞印刷用紙を得た
。
【００３６】
実施例５
実施例４の顔料を軽質炭酸カルシウム９０部、カオリンを１０部とした以外は実施例４と
同様にしてコールドオフセット用新聞印刷用紙を得た。
【００３７】
比較例１
実施例1の顔料を軽質炭酸カルシウム１００部とした以外は実施例1と同様にしてコールド
オフセット用新聞印刷用紙を得た。
【００３８】
比較例２
実施例1の顔料をカオリン１００部とした以外は実施例1と同様にしてコールドオフセット
用新聞印刷用紙を得た。
【００３９】
比較例３
実施例1の澱粉を８０部、ラテックスを使用しなかった以外は実施例1と同様にしてコール
ドオフセット用新聞印刷用紙を得た。
【００４０】
比較例４
実施例１の澱粉を１７部、ラテックスを３５部にした以外は実施例1と同様にしてコール
ドオフセット用新聞印刷用紙を得た。
【００４１】
比較例５
実施例１の顔料を軽質炭酸カルシウム５０部、カオリン５０部、澱粉を４８部、ラテック
スを３部にした以外は実施例1と同様にしてコールドオフセット用新聞印刷用紙を得た。
【００４３】
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【表１】
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